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モ

ー
　一
フ
　
　　
（一
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メ
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　驢
ノ

し

Or
毒
D7

！
餐

露

を
胃

内
容
中
に

發

見
し

た

る

も
の

な

る

や、
一

見
不

明
な

れ

ど、

後

方
の

文

中
に
「

恐
く

は

嚥

下
さ

れ

た
る

も
の

な

ら
ん
』

と
の

記
事
あ
、

る

よ

り

見
れ

ば

後
者
の

揚

合
な

ら
ん
か

と
思

、

は

る
。

−
果

し
て

然
ら

ば、

斯
る

塲
合
の

存
在
は

勿

論
可

能
な

る

べ

し
、

（

石
井
重
美
｝

　
　

　
　
さ

か

き

ま

ち
梁
謎
鋤

慰
翻
は

星
に

粤
居
り

し

…

も
の

が

下

向
と
な

り

し
も

の

な

ら
ん

も

全

類
皆
逆
な

る

故

逆
と
云

へ

ざ

る

釋
な

り
。

併
し

豊

年

魚・
象
ク

ラ

ゲ

の

類・
マ

ッ

モ

ム

シ

の

類

擁
莚
に

游
ぐ

と
云
ふ

を

得
べ

し．

（

豊

年

魚
は

數

氤
卵

…

を
堤

に

入

れ

乾

燥
し
一

年
保
存
し

だ

る

を

翌

年
水
に

入
れ

し

に、

　
…

　
　

　
　
　
ノ

　

ツ

リ
ヤ
ス

欄

禦
戀
雛

黷
嚇

難
纛
…

簸
髴
靆
肄
鞍
割

短
鞭

蒋
爺

…

に

住

み
、

腹
面
を
上

に

す
る

こ

と
よ

り

し
て

腹

罐
褐
色

を
な

し
、

一

北
目

部
は

淡

畜
に

て

銀
光
を

葉
．

此

薯
は

古
代
エ

ヂ

プ

丕

人

…

雛

籔
駝

齢
聴

、

時
に

背
を

鍵
舞

猟

せ

一

　
　

　

●
蝦
ご

ク

モ

ヒ

ト

デ

　

瀬
芦

内
海

で

は

蝦
と

鯛
が

主

な

る

水
産
物
で

あ

る

が、

蝦
・

殊

に

赤
蝦

・

虎
蝦

は、

漁
獲
し
て

之

を

剥
蝦

に

製
造
し、

支

那
輸
出
晶
と

す
る
一

其
漁
獲
物

中
に、

若
し
ク

モ

ヒ

ト

デ

が

存
在
す

る

と、

其

匹

C

附
近
に

あ

る

蝦
は

皆

柔
ぐ

解

け
て

了
ふ

と
云

ふ

事
で

あ

お
。

散
に

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　へ

漁
夫

は

之

を

最
も

恐
れ

。

注
意
し
て

除
去
す

る

の

で

あ

ざ
。

此

種

の

ク

モ

ヒ

ト

デ
は
、

余
の

綵
集

し
て

漁
夫

に

問
ひ

正

し
た

處
で

は、

普
通
の

三

崎
等
に

見

る

種
類
よ

り

も
甚
し

く
小

形
で

、

黒

褐
色
を

し
て

居
る

。

種
名
は

松

本
理

學
士

に

で

も

御
尋

ね
す
る

事
と
し

セ

い

が、

兎
に

角
右
の

話
は

事
實
ら
し
い

。

か

の

ナ
マ

コ

と

藁
の

如

き

も
の

で

は

な

か

ら

う

と
思
は
れ

る
。

併
し
自
分
は

未
だ

實
見

し

だ

譯
で

は

な

い
。
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中
澤
毅
一
）

　
　
　

●
「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス
」

の

侵
入

徑
路

　
き
ミ
ざ
§
趣

ミ
飜

を

其
の

腹
腔
内
に

持
つ

て

居
る

魚
に

は、

皆
胸

鰭
の

基
部
直
後
の

腹
壁

に

稍
大
き
な

孔
が

あ
つ

て

其
處
か

ら、

中

に

居
る

寄
生
蟲
の

體
の

後
端
が

見
え
る

。

此

の

事

實
は

「

イ

ク

シ

オ

ク

セ

ヌ

ス

」

は

多
分

其
の

孔
の

部
分
か

ら
中
に

侵
入

し
た

も
の

で

あ
ら

う

と
い

ふ

豫
察

を
ば

許

す
け
れ

ど
も、

そ

れ

以

上

別

に

何

等

の

斷
定
を

も

可

能
な

ら
し
む

る

も
の

で

は

な

い
。

そ
の

上
件
の

開

孔

は

必

す
胸

鰭
の

基

部

直
後
に

あ

る

と
い

ふ

特
異
な

事
實、

及

一

旦

宿
主

か

ら
脱
出

し
た

寄
生

蟲
を

再

び

健
全
な

魚
體
に

附

着
せ

し

む
る

と、

寄

生
蟲
は

程
な

く
鰓
葢
の

下

に

潜
り

込
む

と
い

ふ
一

二

の

實
見
的
事

實、

又

更
に

、

一

方、

じQ

§

§
蕁
§

の

發
育
吏
に

關

す
る

已

知
の

事

貿
な

ど
を
思
合
せ

る

と、

他
に

、

い

ろ

／
丶
の

想

像
を

起
し

得
る

餘
地

が

無
い

と
は
云

へ

な

い
。

　

併
し

。

自
分
は

先
頃
大

津
で

下

の

や

う

な

事

實
を

觀
察
し
た
。

．
八

月

＋

九

臼

大

津

在

膳

所
に

て

百

‡
九

尾
り

」

ミ
ミ

§
ミ
毳

を

得

江

窓

其

中、

胸
鰭
の

基

部

直

後
の

騒
に

孔

あ
る

あ
†

尾
あ

り
し

が
、

其
他

の

孔
な

き

者
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に

於
て
、

胸
鰭
挫丗
衂
可

直

後
の

腹

壁＋
衣

面

に

輕

度
の

出

血

あ

ろ噸
有

総
て

十
五

尾

を

數
へ

れ

り
。

北

9
十

五

尾
中
、

其
¢

同
血

が

體
り

右

側
に

騒
で

る

も
り

に
九

尾
〔

右

側
の

み

に

て

更
に

其

局

部
的

位

鴛

に

款
て

細

別

す

れ

ば、

胸

鰭

某

部
の

後
背
側

に

在
う

も
の

ヒ
・

同

じ

く

腹
閲

に

在
る

も
の
一
、

聚

部

直

後
一

軆

に

稍

激
し

く

出
血

ぜ

る

も

の

一
） 、

同

じ

く

左

倒

に

闢
す

う

も
の

は
五

尾
（

胸

鰭

燕

部
の

後
背
側

に

あ

ろ
』

あ

三
、

基

部
直

後
一

腫

に

稍

激
し

く
出
血

｛

る

も
の

二

） 、
　
た

右

晦

側

に

闇
ゴ

る

も
の

ば
一

尾

（

左

右
土ハ
胸
鰭

墓
部

直
後
一

體
に

田
血
）

な

り
。

其
他．

臀

鰭
ハ、
前

左

醐
に

浩
う

て

趣

て

聯

徹
の

出
血

あ

る

者
只
一

尾

あ

リ
。

其

他
に

は
體
表

面

に

出
血

あ
ろ

者
全

く

無
し．、

　

以
上

の

劉
察
を
約
言

す
る

と．
『

恰
度

孔
の

存

在
す
べ

き
位
置
の

附
近
に

出
血
を
爪

し

て

居
る

者
が

可
な

り

普

通
に

有
る

。

而

も

そ

の

出

血
は、

殆

ど

皆
其
の

部
分

に

限
ら

れ

て

居
る
』

と
い

ふ

や

う

に

な

る
．

　

此

の

事

實
に

依
つ

て
、

最
初
の

豫
察
（

即

ち

現

在
の

開

口

が

寄

生

蟲
侵
八

の

徑
路
を
語

る

も
の

で

あ
ら
う

と
の

豫
察
）

は

班

に
一

層

の

眞

實
性
を
附
輿

せ

ら

れ

る

事
に

な

る
、

勿
論
此

の

場

台、

上

記

の

出
血
を
ト

匙
怖

丶

ミへ
§
ミ

ミ
恥

の

穿
孔

的
行

動
の

結

果
と
牲

定
す

る

合

理

的
前

提
の

許
容
あ

る

事
は
日

ふ

泡

も
な

い
。

）

广

石
井

重

美
）

　
　

　

●
−，

ク

ガ

ゼ

　

今

夏．
熊
本

縣
天

草
郡

牛

深
町
に

滯
在
中、

同

地

方
の

潜
水

夫

か

特
に

恐

怖
す
る

ド

ク

ガ

ぜ

と

名

く

る

も

の

あ

る

由
を
聞

き、

一

日

潜
水
夫

を
雇
ひ

た

る

際
所
謂
ド

ク

ザ

ぜ

な

る

も

の

を
見

し

に、

ラ
邯、

パ

ク

ニ

に

外
な

ら

ざ

り

き
。

奈
が

之

を
恐

れ

で

手
掴
み

に

て

採
う

來

る

を

見
て

驚
き

居
れ

る

が
、

彼
等
の
一

人

は

過
日

潛

水
の

際
之

に

觸
れ

、

忽
ち

登

身
痲
痺
し
て

呼
吸
つ

ま

う、

聲
も
立

得
す
な

う

て

非
常
に

苦
み

た
b
と

云

ひ
、

又

同

業

者
の

之

が

原
閃

と
な
b・
て

（

雜
　

　

録）

0
ド

ク

ガ

セ

　
O
鯨
の

方

言

　
O
話
の

種

　
（

十

四
）

溺
死

の

禍
に

陷
る

も
の

あ
り

と
語
れ

わ
。

掌
を
以
て

觸
る

主

は

危

瞼
少

け

れ

ど
他
の

部
分
に

て

觸
る

翼

は

頗

る

恐
る

べ

し
と
き

主

て

は、

流

石
に

余
も

敢
て

他
の

部
分
に

て

觸
る

3
の

勇

氣

無

か

り

き。

果

し

て

ラ

ッ

パ

ウ
ニ

は

有

毒
な

り

や
。

甞
て

天

草
中
學

校
教

諭
梅
田

廣
治

氏
余
に

語
う
て

、

本
渡
町
附
近

に

て

は
バ

フ

ン

ウ
ニ

を

怖
る

る

風

あ
b、

生

徒
を

し
て

之

を
採

集
せ

し
め

し
に

圖
ら

す

も
父

兄
の

苦
情
を

醗
し
だ

り

と
い

ふ
。

全

然

無
害
な

る

も
の

を
も

傳
説
的

に

危
險
親

し
て

恐

怖
す

る

事

世
間

徃
々

の

例
あ
h
、

ラ
ッ

パ

ウ
ニ

も

そ

の

類
に

あ

ら
ざ
る

か
。

識

者
の

敏
を
乞
ふ

。

因
に

牛

深
に

て

は
ヴ

ン

ガ

ぜ

を
オ

ン

ガ

ぜ
（

オ

ニ

ヅ

ぜ

の

意
）

を

名
け、

濳

水
夫

は

そ
の

棘
に

觸
れ

た

る

と
き
煙
管
を

逆

に

聯
へ

、

患
部
に

煙

を
吹

き
か

け

て

之

を

癒
す
と
い

ふ
。

　

　
　
　

（

大
島

　
廣
）

　

　

　

●
鯨
の

方
言

’

頃
日

理

學

士

田

中

茂
穗
氏
よ

り

の

私
信

中
に、

次
の

樣
な

記
事

が

あ
つ

た．，

　

ネ

ズ

ミ

イ

ル

カ

：・
ヌ

リ

ボ

オ
（

東
亠

尽

市
塲
方
言
）

。

　
カ

マ

4 ー

ル

カ
・
：
・
：
’
ノ

ン

グ

イ

ル

カ
r

房
州

及

東
京

市
塲
方
量
口

、

。

　
マ

不

ル

カ

ー・

…

…
マ

イ

ル

カ
、

ツ

バ

メ

ガ

タ

（

東
京
市

塲
方
言
）

。

　
ツ

チ

ク

ジ

ラ
．．・
．
：

ツ

チ

ン

ボ

オ

（

房
州
方
言
）

。

印

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

書
木

文
一

郎
）

　

　

　

●
話
の

種
（

十
四
）

　

　

　
　

　

東
京

自
然

愽
物

館
設
立

＠
意
見

C
近

頃
、

塹

紫

利
加
の

ゐ ，
櫛

ト
ジ

乏

∵
ザ
博
十

が
、

御

大

典
の

御

覦
品

献

納
の

爲、

四
」
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